
平成29年12⽉11⽇(⽉) 15:00〜17:00 (14:30開場）
会場：⼤阪⼤学吹⽥キャンパス 共創イノベーション棟２階 会議室１(定員100名)

◆プログラム概要

15:00〜 開会挨拶
・⻄尾 章治郎

（⼤阪⼤学総⻑、⾼等共創研究院⻑）
15:01〜 来賓挨拶

・⽂部科学省
・⼭⻄ 弘⼀

（⼀般財団法⼈阪⼤微⽣物病研究会 理事⻑）
・ダイキン⼯業株式会社

15:30〜 概要説明
・⼋⽊ 康史

（⼤阪⼤学理事・副学⻑、⾼等共創研究院副院⻑）
15:30〜 特命教員による研究発表
15:40〜 ・⼤久保 敬 教授

・中⽥ 慎⼀郎 教授
・鈴⽊ 啓⼀郎 教授
・⼩阪⽥ 泰⼦ 准教授

◆会場案内

◆申込み⽅法
参加者リストに記載のうえ、下記のメール
アドレスまでご提出ください。
申込み締切⽇：平成29年12⽉5⽇(⽕)
参加者リスト提出先：kensui-kensui-
prosoumu@office.osaka-u.ac.jp

お問い合わせ先：研推進課プロジェクト⽀援総務係 TEL：06-6105-6117 MAIL：kensui-kensui-prosoumu@office.osaka-u.ac.jp

Institute for Advanced Co-Creation Studies
Kickoff Symposium

大阪モノレール

彩都線

医学部附属病院

医学系研究科

人間科学研究科
生命機能研究科

生命科学図書館生協

本部事務機構
ICホール

共創イノベーション棟

レーザー科学研究所

ラジオアイソトープ

総合センター

環境安全研究

管理センター

キャンパスライフ

健康支援センター

阪大医学部病院前

バス停

医学部前バス停

阪大本部前

サイバーメディアセンター

吹田教育実習棟

工学研究科



⼤阪⼤学では、産学共創による若⼿研究者雇⽤・育成のための新組織「⾼等共創
研究院」を設置しました。

運営費交付⾦の漸減により若⼿教員のパーマネントポストが減り、若⼿研究者が
集中して研究に打ち込む時間が減少することによる研究⼒低下が深刻な問題となっ
ています。

⾼等共創研究院では、企業や各種団体からご寄附いただいた寄附⾦等を、優れた
若⼿研究者の雇⽤経費等として使⽤することにより、世界最先端の研究並びに共同
研究推進のフラッグシップとなる研究を推進し、Industry on Campusをさらに発
展させていきます。

本シンポジウムでは、⾼等共創研究院の第１期特命教員である、⼀般財団法⼈阪
⼤微⽣物病研究会からのご寄附によるバイオサイエンス関連分野の特命教員４名が
研究発表を⾏います。

ご興味・ご関⼼のある⽅はぜひご参加頂きますよう、⼼よりお待ち申し上げます。
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◆⾼等共創研究院 特命教員
⼤久保 敬 教授（兼任部局：先導的学際研究機構）
平成13年⼤阪⼤学⼤学院⼯学研究科博⼠後期課程修了。博⼠（⼯学）。⽇本学術振興
会特別研究員、科学技術振興機構博⼠研究員を経て平成17年より⼤阪⼤学⼤学院⼯学
研究科客員准教授。平成21年同研究科特任准教授。平成27年より特任教授。平成28
年⼤阪⼤学未来戦略機構招へい教授。平成29年5⽉より現職。
主な研究テーマ：新規がん治療薬、抗炎症剤、ナノメディスンの開発、その作⽤機序
解明を分⼦化学の⽴場からアプローチ

鈴⽊ 啓⼀郎 教授（兼任部局：基礎⼯学研究科）
平成17年埼⽟⼤学理⼯学研究科博⼠後期課程修了。博⼠ (理学) 。埼⽟医科⼤学特任
研究員・助教を経て、平成22年より平成29年までの間⽶国ソーク⽣物学研究所へ留学。
平成29年8⽉より現職。
主な研究テーマ：ゲノム配列を随意的に改変する遺伝⼦操作 (ゲノム編集) 技術の開発

⼩阪⽥ 泰⼦ 准教授（兼任部局：産業科学研究所）
平成21年⼤阪⼤学⼯学研究科応⽤化学専攻博⼠後期課程修了。博⼠（⼯学）。⽶国ス
タンフォード⼤学にて平成21年⽇本学術振興会海外学振特別研究員、平成22年科学技
術振興機構さきがけ専任研究者 、平成25年京都⼤学物質－細胞統合システム拠点特
定拠点助教、平成26年⼤阪⼤学産業科学研究所助教等を経て、平成29年5⽉より現職。
主な研究テーマ：光と物質の相互作⽤を基盤とした新規材料、イメージング法、⽣体
制御法の開発

中⽥ 慎⼀郎 教授（兼任部局：医学系研究科）
平成17年東京医科⻭科⼤学⼤学院医⻭学総合研究科修了。博⼠（医学）。平成18年よ
りカナダサミュエルルネンフェルド研究所、 平成21年慶應義塾⼤学医学部総合医科学
研究センターを経て、平成24年⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科細胞応答制御学独⽴准教
授。平成29年5⽉より現職。
主な研究テーマ：DNA損傷応答・修復、ゲノム恒常性維持機構の解明


